
令 和 ８ 年 ５ 月 ２ ２ 日

旭 川 開 発 建 設 部

十勝岳の噴火による「大正泥流」の発生から１００年

～再び大きな被害を繰り返さないために関係機関が連携した取組推進～

【取組内容】

○ 大正泥流１００年ロゴの作成・使用

○ 大正泥流から１００年 ～大正泥流を次の１００年に伝える～ チラシ作成配布 【別紙１】

○ 大正泥流に関連するカードの作成・配布 【別紙２、別紙３】

○ 美瑛町、上富良野町民向け砂防施設見学会の開催

○ 大正泥流１００年 SNSアカウントの開設 など

【大正泥流１００年をつなぐ会】

美瑛町、上富良野町、十勝岳ジオパーク推進協議会、北海道 上川総合振興局 旭川建設管理部、

林野庁 上川中部森林管理署、気象庁 旭川地方気象台、北海道開発局 旭川開発建設部

１９２６年５月２４日、十勝岳の噴火により発生した融雪型火山泥流「大正泥流」は、美瑛町お

よび上富良野町において、死者・行方不明者144名という甚大な被害をもたらしました。

本年はこの災害から100年の節目を迎えます。

この災害の教訓を風化させることなく後世に伝えていくこと、また、将来にわたり同様の被害を

繰り返さないよう、関係機関と連携しながら十勝岳の噴火対策に取り組むとともに、各種企画の実

施やSNSによる情報発信などを通じて、十勝岳の噴火リスクや防災対策に関する周知・啓発を進めて

いきます。

【問合せ先】 大正泥流１００年をつなぐ会

国土交通省 北海道開発局 旭川開発建設部

      旭川河川事務所 副所長 谷瀬 敦（0166-48-2131）

      上席専門官 三上 紘輝

旭川開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/as/

旭川開発建設部公式 X（旧 Twitter）アカウント @mlit_hkd_as

大正泥流１００年 X（旧 Twitter）アカウント @taisho_mud_100 旭川開発建設部 HP 大正泥流 100 年 X アカウント



大正泥流から100年
～大正泥流を次の 1 0 0年に伝える～

1926年に発生した大正泥流から100年の節目を

迎えるにあたり、改めて犠牲となられた方々へ

の深い追悼の意を表します。

あわせて、この災害の教訓を風化させること

なく、将来にわたり同様の被害を繰り返さない

ため、関係機関がそれぞれ実施してきた防災・

減災の取組を共有します。

これらの取組を通じて、次に想定される噴火

や災害に対する備えを一層強化していくことを

目的とします。

大正泥流による市街地被害

別紙１

1988年噴火の様子

治山施設の整備状況砂防施設による流木捕捉状況

尻無沢川の流路工整備状況
1988年噴火を契機に実施した

ブロック堰堤の整備

大正泥流による鉄道被害 大正泥流による住宅被害

【大正泥流100年をつなぐ会】
美瑛町、上富良野町、十勝岳ジオパーク推進協議会、北海道 上川総合振興局 旭川建設管理部、林野庁 北海道森林管理局 上
川中部森林管理署、国土交通省 気象庁 旭川地方気象台、国土交通省 北海道開発局 旭川開発建設部 旭川河川事務所

【問合せ先】
北海道開発局 旭川開発建設部 旭川河川事務所 副所長 TEL：0166-48-2131

富良野川の砂防施設整備状況



大正泥流100年の取組

01 様々な企画の実施

02 情報発信の実施

03 大正泥流に関連するカードの配布

１.様々な企画の実施

追悼式や大正泥流に関連す
る施設を巡るツアーなど、大
正泥流や火山噴火対策に関す
る周知・啓発の取り組みを行
います。

２.情報発信の実施

大正泥流を後世に伝えるた
め、各地で企画を実施すると
ともに、SNSを通じた情報発信
を行います。

３.大正泥流に関連する
カードの配布

大正泥流と同規模を想定して
対策を進めている砂防施設な
ど、大正泥流に関する情報を
掲載したカードを大正泥流に
関連する場所で配布します。

大正泥流から100年を迎えたことを踏まえ、SNSを通じて、各
地で実施される企画の実施状況や大正泥流を後世に伝えるため
の情報発信を行います。
また、関係機関の企画や広報に共通で活用可能なロゴを作成

し、一体感をもって取り組みを進めていきます。

大正泥流と同規模を想定して整備が進めら
れている砂防施設等、大正泥流に関連する施
設の概要や役割を紹介したカードと、これら
を収納する台紙と併せて配布します。
配布期間：2026年6月末～2027年5月下旬まで
配布場所：十勝岳火山砂防情報センターなど
※配布場所の詳細についてはSNSアカウント
にて発信いたします。

2026年に「大正泥流」から100年を迎えました。十勝岳は今も火山活動を続けており、いつ噴火
が起きてもおかしくない状況です。大正泥流の出来事を後世に伝えるため、大正泥流や火山噴火
対策に関する周知・啓発の取り組みを行います。

共通ロゴ
（グレー、ブルーの2色）

カード台紙大正泥流に関連するカード

※取り組みの詳細はSNSアカウントにて発信いたします。

大正泥流100年
Xアカウント
二次元コード

開催場所実施機関開催時期企画名

保健福祉総合センター
「かみん」多目的ホール

上富良野町5月24日(日) 16:00～十勝岳大正泥流被災100年追悼式

美瑛町内ほか美瑛町6月28日(日)防災施設をめぐる美瑛町大正泥流
100年ツアー

上富良野町内ほか上富良野町、
北海道、気象庁

7月 5日(日)バスで行く！十勝岳 火山からまち
を守るしくみ探検

保健福祉総合センター
「かみん」多目的ホール

上富良野町9月12日(土)十勝岳大正泥流被災100年事業特別
講演会

調整中北海道開発局2月予定砂防シンポジウムでの取組紹介

※配布場所については都合により変更となる
場合があります。






